
 
 
 

～真の成功を共に追求し続けます～ 
     

月刊 岩田会計 第２１号 
平成 20年 10月 1日 
税理士  岩田英人 

 
平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
ＴＶで名古屋の税理士事務所の職員さんによるお客様の預金通帳からの横領のニュースが

報道されていました。数年前からのことで被害総額は 1 億円以上にも上るそうです。職員
の名前も税理士事務所の名前もはっきりと出てしまっていました。 
一度失った信用を取り戻すのは相当の労力だと思います。 
信用第一の商売ですので私の事務所でも気を引き締めて一つ一つ信用を築いていきます。 
今後ともご指導のほど宜しくお願い申し上げます。 

 

【平成２０年９月号】Ｐａｎａｓｏｎｉｃ株式会社誕生 
大正 7年（1918年）経営の神様とも呼ばれる故松下幸之助氏が創業して以来、
松下電器産業株式会社としての 90 年間の歴史に幕を下ろし、10 月 1 日より新
たにＰａｎａｓｏｎｉｃ株式会社としてスタートを切ることになりました。 
現社長の大坪氏が全世界 30万人の社員さんに向けて「一人一人の一秒の努力、
一滴の汗を余さず一つに結集したい」との訓示を行っていました。社名変更の

理由はブランドイメージの強化とグループの求心力を高めることにあるそうで

すがこの社名変更にかかる看板撤去費用や製品のマーク変更等の関連費用はな

んと 400 億円にも上るそうです。これだけの支出をかけてでも変更するメリッ
トがあると踏んだのでしょうから相当の決意と自信があったのでしょう。 
私が個人的に気になっていたことですが「産業人たるの本分に徹し社会生活

の改善と向上を図り世界文化の進展に寄与せんことを期す」という創業以来の

経営理念は変更しないでいくということですので松下幸之助氏もきっと喜んで

見守っていることでしょう。松下電器産業も最初は我々とそう大差のない小さ

な会社でした。時代の潮流に乗ることと先見性、判断力、行動力様々な要因が

うまくかみ合うと 100年も 200年も継栄していくことができるのだということ
をつくづくと感じました。皆様の継栄を永続的にサポートしていけるよう一層

努力してまいります。 


